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 2017年 1月 18日行った口述試験では、以下のような質疑が行われた。 
① 本研究の方法的研究分野はなにか？ 
答：広義的には情報科学だと思う。 
② 本論文でいうネット社会において発生しているさまざまなリスクの発生源は、ネット技術
か社会か？ 
答：技術と社会双方にある。 
③ バーチャル社会とリアル社会の境界はどこにあるのか？ 
答：ネット利用者の意識の中にあると思う。 
④ 総合ＩＤの限界はネット社会リスクのガバナンスの限界に等しいのか？ 
答：そうである。 
⑤ 日本語文献が少ないが？ 
答：日本では、このような研究自体ほとんどない。 
⑥ 中国の個人情報保護はリスク回避の手段ともなるが、だれがその主体か？ 
答：ネット管理者以外にない。政府はネット管理に限界がある。 
⑦ ネットガバナンスの主体はだれか？ 
これもネット管理者が基本だが、利用者責任もある。 
 
本論文の審査判定 
 以上の口述試験等を踏まえ本審査委員会で慎重審議を行った結果、本委員会は本審査報告書
の各項目に記載のように、本論文の研究成果の意義とその斬新性と研究可能性を考慮し、本研
究科博士（学術）授与を全会一致で承認した。 
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